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しょうか。
高橋　小児科の全体像をイメージでき
るように，総論的な項目を中心に構成
しました。具体的には，数多い小児疾
患の中から，初期研修に当たって押さ
えておくべき疾患を中心に記載しまし
た。また，疾患に関する知識を整理し
やすくするために，一覧表を作成して
います。
　一方で，基本的には医学生のための
教科書でありながら，それ以外の方に
も手に取っていただけるような“網羅
性”を兼ね備えることにも配慮しまし
た。小児科専門医資格を取得する際や，
小児病棟の看護師さんたちが読んでも
役に立つ教科書にしたかったのです。
つまり一冊の教科書が，医学部の授業
から小児科専門研修まで，そして他職
種の方々にとっても有益なものとなる
ように編集しました。ですから『医師
国家試験準拠』という決まり文句はあ
えて使いませんでした。

人文・社会科学化する医療に
対応するために

高橋　加えて各項目の執筆担当者に
は，臨床経験で得た教訓をエピソード
を交えて『思い出に残るできごと』と
して紹介していただきました。
――個々のエピソードは，個性にあふ
れていて興味を惹かれました。どのよ
うな思いで執筆を依頼したのでしょう
か。
高橋　医療の人文・社会科学的な側面
を強調するために執筆を依頼しまし
た。実地医療においては，自然科学と
しての医学知識だけでなく，人文・社
会科学的な素養が強く求められるよう
になっています。医学部では倫理的・
道徳的な観点や医師の社会的責任を学
ぶための授業も広く行われています。
例えばインフォームド・コンセント取
得は今や当然ですが，これは自然科学
の範疇ではありません。私が医師にな
った頃は，細胞の働き，臓器の成り立
ち，治療のメカニズムといったことを
知っていれば良かった。現在では，ど
うして治療が必要かを説明した上で，
患者さんに納得してもらえるかどうか
が問われています。例え患者さんが子
どもであってもです。そこで，教科書
を執筆されるようなベテランの先生方
が日常診療で患者さんとどうかかわっ
ているかが伝わるようにしたかった。
自然科学の医学書にとどまらず，医学
の人文・社会科学としての魅力が伝わ
るような書物にしたかったのです。
――なぜ「人文・社会科学的な素養が

求められるようになった」と考えてい
るのでしょうか。
高橋　医療が高度化したからです。例
えば遺伝性疾患においては診断・治療
行為の“倫理性”が問われています。
着床前診断，出生前診断，遺伝子解析，
遺伝子治療のいずれについても，いま
課題になっているのは技術的な側面ば
かりではありません。そうした技術を
目の前の患者さんに適用して良いかど
うか。適用可能だとすれば，だれがど
のように説明すべきか，さまざまな視
点で議論されているのです。最先端の
技術を説明する医師が小児科専門医で
あるべきか，といったことも議論にな
り得ます。いずれにしても，目の前の
患者さんやそのご家族にしっかり向き
合うことが求められる時代になりまし
た。

傾聴と説得による“代弁”

――小児科医をめざす若手へのメッ
セージをお願いします。
高橋　子どもの代弁者になる，という
ことを考えてみてください。一般に医
療における代弁とは，社会的弱者であ
る困難を背負っている患者さんたちの
声なき声を拾い上げるという行為を意
味します。しかし私は，「今ここで，
目の前の子どもの代弁者になる」とい
うことが小児科医の使命であると思っ
ています。
――目の前の子どもの代弁者になると
は，具体的にはどうすることでしょう
か。
高橋　目の前にいる子どもあるいは親
御さんの真意に迫るのです。それは，
「どうしたの？」「何がご心配ですか？」
と声を掛けること，つまり傾聴に始ま
ります。傾聴を通じて重要な情報を正
確に聞き出す。それが診断の第一歩で
す。もう一つ不可欠なのが，診断・治
療方針について子どもや親御さんが納
得できるように説明を尽くすこと。そ
れは重い病気の場合に限りません。「風
邪だから安心して。熱冷ましが効いた
らきっと元気になるよ」など，安心し
ていただくにも説得力が必要です。
　傾聴と説得。すなわち本当のことを
聞き出す力と，聞き出したことを基に
子どもの専門家として診断し治療方針
を決め，それらを伝え返す力の総体が
“代弁”という行為だと私は思います。
子どもの代弁者になるのだという意気
込みさえあれば，小児科医としてのキ
ャリアはやりがいに満ちたものになる
でしょう。　　　　　　　　　　（了）
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市民データに基づいた 
コロナの情報発信

　厚生労働省主催の
「上手な医療のかかり方
アワード」は，「いのち
をまもり，医療をまも
る」国民プロジェクト
です。医療のかかり方
の改善に資する優れた
取り組みの奨励・普及
を図ることを目的とし
た表彰制度で，5つの
方策が提示されていま
す（
mhlw.go.jp/）。
　今回，当法人が札幌
市とコロナ対策でかかわらせていただ
いたプロジェクトのひとつである「札
幌市民データに基づいたコロナの情報
発信――ワクチン効果，症状発現率と
セルフケア」が第 4回「上手な医療の
かかり方アワード」最優秀賞（厚生労
働大臣賞）を受賞しました。
◆ なぜ「市民データに基づいた」情報発
信が重要なのか
　私たちはこれまで，札幌市のコロナ
の流行状況およびその特徴を，ウイル
スの変化に合わせて市民メガデータを
もとに提供してきました。そのデータ
のひとつが感染者の年代別症状頻度（註
1）です。10万人近い市民メガデータか
ら算出し，各人に合った，より具体的
な症状への対応方法・準備策を提示し
ました（図，註 2）。また，新しい技術
である mRNAワクチンの効果を，市
民データからリアルタイムに算出。こ
れらの情報を市および札幌市医師会の
ウェブサイトから毎週発信しました。
　コロナに関連した情報に対して，市
民は不安でいっぱいです。「海外の情
報が本当に自分たちに当てはまるの
か？」という思考は，特に日本におい
ては起こりやすい現象です。そのよう
な中，実際に札幌市民 10万人前後の
メガデータからワクチン効果や年代別
症状発現率データなどを迅速に提供す
ることは，患者・家族の不安を解消す
るために重要です。さらには，各地域
がコロナと上手に付き合っていくため

にも，「市民のデータに基づいた情報
発信」が信頼の醸成や協力体制の構築
につながると考えたのです。
◆ 「上手な医療のかかり方」を地域住民
自らが考え，つくっていくために
　市民データに基づいたワクチンの効
果を提示した結果，ワクチン接種を円滑
に推奨することができました。また，年
代別症状発現率からセルフケアの準備
と対応法，そして受診のタイミングの情
報をわかりやすくシンプルに提示した
ことによって，風邪やインフルエンザ
に罹患した場合のセルフケアの知識の
底上げにもつながったと考えています。
　少子高齢化が進む今後の日本社会で
は，地域ごとの上手な医療のかかり方
を，地域住民自らが考え，つくってい
くことがますます求められます。それ
は，感染症の流行で危機的な状況とな
った医療現場の改善にもつながるでし
ょう。
　「市民データに基づいた情報発信」
が，行政と市民，医療現場の協力体制
の構築につながると確信しています。

●きしだ・なおき氏／東工大中退，旭川医大
卒。静岡がんセンター感染症科フェローを修
了し，手稲渓仁会病院総合内科・感染症科を
経て 2014年 Sapporo Medical Academyを設
立。その後，北大 MPH，PhDコースで感染
症疫学を学び（西浦研），20年から札幌市危
機管理局参与としてコロナ対策に従事。北海
道科学大・東京薬科大客員教授も務め，新時
代で活躍する薬剤師の育成にかかわる。

註 1：本研究は北大呼吸器内科と札幌市，当
法人の共同研究として，近日大手の査読付き
雑誌に掲載予定。

註 2：新型コロナウイルス感染症とインフル
エンザの札幌市における現状の備えの詳細に
ついては，当法人のウェブサイトからダウン
ロードできる。

●図　  感染者の年代別症状頻度に基づく情報発信（札幌市）
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